
製造 補修・修理調達 販売

　SDGsが掲げる世界の社会課題を解決することは、お
客様をはじめ、仕入先、社員、投資家の皆様など、グ
ローバルなステークホルダーに支えられた当社グルー
プが果たすべき社会的責任の一つです。当社グループ
のコアコンピタンスである「流体の漏れを止める技術」
を用いて省エネや環境保全に貢献する当社グループの
事業は、ESG/SDGsとの親和性が高いものです。この
ことは、当社グループの経済価値・社会価値双方の向
上に大きく寄与するものと認識しています。
　中期経営計画「BTvision22」では、「ESG/SDGs経営」

を基本方針の一つとし、社内の委員会活動の中でESG/
SDGsに関する目標を設定し、取り組みを推進していま
す。さらに2021年4月には、これら社内委員会活動な
どのESG/SDGs活動を統括する「ESG/SDGs推進委員会」
を設立しました。委員長である社長及び各拠点長で構
成され、ESG/SDGs経営を正しくかつ強力に推進しま
す。一方、社員への意識浸透に向けた日常的な取り組
みも進めており、全社でのESG/SDGsの取り組みに対
するモチベーションを高めていきます。

ESG/SDGs経営

当社のサステナブルなバリューチェーン

当社の考えるESG/SDGs経営とは
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設計・開発

バリューチェーンを支える
横断的な取り組み

出荷・輸送

・脱炭素社会への移行
・安全な水の供給
・災害に対するレジリエンスな社会

・過剰包装による資源の浪費
・脱プラスチック
・CO2の排出

・ユーザーの安全に配慮した設計

・	顧客、社会のニーズに合致した最適な
製品設計

・	省エネ、省資源、省スペースなど環境　
負荷低減を考慮した提案や設計

・製品の長寿命化に向けた素材開発

・化学物質使用量の把握と管理・削減

・海水淡水化、浄水化に向けた技術開発

・	豪雨、地震などの災害から被害を軽減
する製品の設計開発

・産官学連携による技術革新

・纏め出荷による梱包作業の効率化

・運送回数削減によるCO2削減

・自動倉庫活用による作業の効率化

・緩衝材のリサイクル推進

・リユース可能な梱包箱の利用

・持続可能な代替資材の準備

・仕入先との連携強化

・CSR調達ガイドラインの整備と配付

・調達方針説明会の実施

・緩衝材の引き取りと再利用促進

・営業車のEV/HV化推進

・営業拠点の統廃合による合理化

・施工トレーニング機器の作成

・代理店向け製品研修会の実施

・	事務所への再生可能エネルギー導入　
（本社ビル：検討中）

≪生産拠点≫
・LED電灯への切り替え
・環境に配慮した新工場
　（三田工場：CASBEE　Aランク）

≪生産工程≫
・製造プロセスの廃棄物削減
・生産性向上によるエネルギー消費削減
・AGV/AGFなど自動化設備の導入
・エネルギーの使用量と排出量の削減
・ICTを活用した生産進捗のモニタリング

≪安全・衛生≫
・安全衛生教育の実施

・補修による製品のリサイクル
・メンテナンス技術の向上
・補修部門の強化

・サプライチェーンリスク
・公平、公正な調達
・人権問題

・CO2の排出
・労働力不足
・安全で確実な製品の施工

・労働力不足
・プラスチックをはじめとする産業廃棄物
・省エネルギー

・廃棄物の適切な処分
・3R（リサイクル･リユース･リデュース）
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ダイバーシティの推進人材育成 コーポレート・ガバナンス

SDGsの目標である世界の社会課題の解決は、
当社の社会的責任であるとともに、
当社技術がSDGsの目標達成に貢献することは、
当社のサステナビリティの重要なカギです。
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